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No.7 
“三同教”とは、三木市人権・ 

同和教育協議会の略称です 

篠山市のガイドボランティアの方の話を聞

きながら、史跡を訪ね、民衆の生活や生き方

などを学び、人権について理解を深め、人権

感覚をさらに磨きましょう。 

 
バスで 

行こう！ 

お申込みは 

１０月２５日（金）まで 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．研究大会分科会や各専門部会において、テーマや討議課題に即した発表や討

議等を通して共通理解を図り、学校・団体等での日々の取組に生かしていき

ます。あわせて、平成２６年度東人教研究大会の三木市受け入れに向けての

体制づくりを進めていきます。 

２．三木市からの新規委託事業（企業人権研修支援事業、学習機会拡大事業（三

同教役員等研修事業）、子どもの学習資料作成事業（人権紙芝居ＤＶＤ化））

の取組の充実・強化を図っていきます。 

３．地推協との連携・強化を図り、住民学習のモデル事業の実施に向けて、情報

提供や研修等の支援を行っていきます。 

４．「人権尊重のまちづくり推進強調月間」をはじめ、いじめ・ＤＶ防止や「本人

通知制度」等に係る啓発活動に積極的に取り組んでいきます。 

昨年度の事業報告、会計報告に続き、今年度の活

動方針や事業計画、会計予算の案について承認を得

ました。 

その後、宝塚大学特任教授の桂正孝さんを招いて、

「人にやさしく、居場所のあるまちづくり～人権・

同和教育のあゆみに学ぶ～」をテーマに講演いただ

きました。 

最後に、各専門部に分かれ、各部会の役員及び幹

事、活動目標、活動計画を決定しました。 
よろしくお願い
いたします。 

 

＜平成２5 年度役員の紹介＞ 

会 長 赤松 敬一  会 計 川村 廣秋 

副会長 穂積 豊彦  監 査 河合 敏郎 

 〃  西垣 秀美   〃  亀井 美鈴 

 〃  八木 和子       （敬称略） 

 〃  東田 房子 

 三同教は、昭和４３年に結成されて以来、すべての人の基本的人権

が保障されるよう人権教育の実践と研究に取り組んでまいりました。

しかしながら、若い世代の人権に対する関心が薄いことや同和問題を

はじめさまざまな課題があります。また、最近では「いじめ」という

問題がクローズアップされ、三木市においても「子どものいじめ防止

に関する条例」を施行しております。こうした現状から、三同教のこ

れまでの取組を継承しつつ、さらに、新たな啓発事業にも取り組んで

まいりたいと考えます。        （赤松会長あいさつ要約） 

 第 1 部 で は 、「 差 別 を な く す る 輪 を ひ ろ げ よ う 」 市 民 運 動

に お い て 、ポ ス タ ー・標 語・作 文 で 優 秀 賞 を 受 賞 さ れ た 方 々

に 三 木 市 長 か ら 表 彰 状 の 授 与 が 行 わ れ た 後 、作 文 の 部 で 表 彰

さ れ た ４ 名 の 方 に よ る 人 権 作 文 の 朗 読 が 行 わ れ ま し た 。  

 第 2 部 で は 、「 市 民 み ん な で 考 え る  い じ め 防 止 に つ い

て 」 を テ ー マ に パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン が 行 わ れ ま し た 。

パ ネ リ ス ト に は 、 い じ め 被 害 者 、 地 域 、 学 校 、 行 政 の さ ま

ざ ま な 立 場 の 方 に 出 演 い た だ き 、 生 の 声 を 聴 か せ て い た だ

き ま し た 。 中 で も 、 い じ め 被 害 者 の 方 が 発 言 さ れ た 「 い じ

め は あ る も の と 思 っ て 探 し て ほ し い 」 と い う 言 葉 は 参 加 さ

れ た 多 く の 方 の 心 に 響 い た こ と で し ょ う 。  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 昨 年 度 か ら 始 ま っ た じ ん け ん リ ー フ レ ッ ト 事 業 を 、今 年

も テ ー マ を 新 た に 取 り 組 ん で い ま す 。今 年 の テ ー マ は「 ワ

タ シ を 元 気 に し て く れ た ひ と こ と 」。 何 か に 失 敗 し て ひ ど

く 落 ち 込 ん だ と き 、進 学・就 職・結 婚 な ど 人 生 の 岐 路 に 立

っ て 悩 ん だ と き に か け ら れ た 言 葉 で 元 気 が 出 た り 、一 歩 前

へ 進 め た よ う な 経 験 は あ り ま せ ん か ？  

今 年 は ３ ８ か 所 か ら ３ ，０ ９ ４ 点 と 、本 当 に た く さ ん の

大 切 な“ 言 葉 ”を お 届 け い た だ き ま し た 。両 親 や 先 生 、友

だ ち か ら か け て も ら っ た 言 葉 や 、歌 詞 、書 物 な ど か ら も 励

ま さ れ た 経 験 を 書 い て い た だ い て い ま す 。皆 さ ん か ら 寄 せ

ら れ た 言 葉 を 拝 見 し な が ら 、 言 葉 と そ の 奥 に 込 め ら れ た

“ 心 ” の す ば ら し さ を 改 め て 感 じ ま し た 。  

ご 協 力 、ご 応 募 く だ さ っ た 皆 さ ん 、本 当 に あ り が と う ご

ざ い ま し た 。今 年 も リ ー フ レ ッ ト を 作 成 し て 広 く 市 民 の 皆

さ ん に 届 け さ せ て い た だ く 予 定 で す 。リ ー フ レ ッ ト は １ １

月 下 旬 ご ろ に 配 布 の 予 定 で す 。  

第 29 回三木市人権・同和教育 

研究大会のご案内 

日  時 ： 平 成２5 年１１月１６日（土）  

９時２０分～１２時１５分 

場  所 ： 三 木 市 文 化 会 館  他  

テ ー マ ： 基本的人権を尊重する機運を高めるとともに、

部落差別をはじめあらゆる差別を解消する教育内

容を構築しよう。 

         ★ ど な た で も 参 加 で き ま す 。  

今年は午前に

開催します！ 

昨年度の研究大会の様子 

 人 権 に 関 す る 多 様 な 学 習 機

会 を よ り 充 実 さ せ る た め 、各 組

織・団 体 が 主 催 す る 学 習 活 動 を

支 援 し ま す 。  

９ 月 末 時 点 で の 申 請 件 数 は

30 件 で 、 そ の う ち ２ ６ 件 が 実

施 済 み で す 。こ の 事 業 は 、地 域

の 団 体 も 利 用 で き ま す の で 、気

軽 に 活 用 い た だ き 、人 権 意 識 を

さ ら に 高 め ま し ょ う ！  

お誘い合わせの上、

お越しください。 

自由が丘中学校での様子 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と き：１１／２３(土)・２４(日) 

ところ：徳島市（アスティとくしま 他）  

バスを準備します。 

どうぞ、ご利用ください。 

～部落問題を解決し、人権文化の創造をはかるために、同和教育

の充実と発展を通して人権教育・人権啓発を構築していこう～ 

テーマ：差別の現実から深く学び、生活を高め、 
未来を保障する教育を確立しよう 

参加費や分科会等、詳しいこと

は三同教事務局（総合隣保館内）

までお問い合わせください。 

（電話８２－８３８８） 

☆12 月 7 日(土)午後 7時～ 

前夜祭 
 
☆12 月 8 日(日)午前 9時 30 分～ 

開会行事・記念講演 

〇講師に露の吉次さん(落語家)を 

お招きします。 昨年度の 
文化祭の様子 

リーフレット作成に携わって… 

日々、仕事と子育てに追われて

まったく余裕がない私。子どもに

対して上から目線で「早く○○し

なさい」という私に、子どもたち

は「お母さんの作ってくれたごは

んは世界一おいしい～」「お母さ

ん、急がんでいいからね～」など

たくさんの優しい言葉をかけて

くれます。その度に癒されると同

時に反省の毎日。子どもの方が一

枚上手
う わ て

です。 

今回応募いただいた言葉には、

両親からかけてもらったという 

言葉がたくさんあり 

ました。私も子どもの 

心に残る良い言葉を 

かけられる母親にな 

りたいものです。 

編集後記 

～ふりかえろう 30 年の歩み そして未来へ～ 

つ な ご う 手 と 手  築 こ う 心 の か け 橋 を  


